
 平 成 ２ ６ 年 度  第 ２ 回

工 事 担 任 者 試 験 問 題
 種

別 Ａ Ｉ 第 二 種 
 

注  意  事  項  

１  試験開始時刻        １２時４０分 

２  試験科目数別終了時刻 

 科 目 数 １ 科 目 ２ 科 目 ３ 科 目 

 終 了 時 刻 １ ３ 時 ２ ０ 分 １ ４ 時 ０ ０ 分 １ ４ 時 ４ ０ 分

３  試験科目別の問題番号ごとの解答数及び試験問題ページ 

  問 題 番号 ご と の解答数  試 験 問 題 

 
科       目 

第 １ 問 第 ２ 問 第 ３ 問 第 ４ 問 第 ５ 問 ペ ー ジ 

 電 気 通 信 技 術 の基 礎 ４ ５ ４ ４ ５ H －  １ ～  6

 端末設備の接続のための技術及び理論 ５ ５ ５ ５ ５ H －  7 ～ 11

 端末設備の接続に関する法規 ５ ５ ５ ５ ５ H － 12 ～ 17

４  受験番号等の記入とマークの仕方 

(１)  マークシート（解答用紙）にあなたの受験番号、生年月日及び氏名をそれぞれ該当枠に記入してください。 

(２)  受験番号及び生年月日に該当する箇所を、それぞれマークしてください。 

(３)  生年月日の欄は、年号をマークし、生年月日に１桁の数字がある場合、十の位の桁の「０」もマークしてください。  

[記入例]  受験番号  ０１H９２１１２３４               生年月日  昭和５０年３月１日 

受　　験　　番　　号

000000000

1111111Ｑ11

22222222

3333333

444444

5555Ｌ5

6 6666

77 7777

8

9

888

999

88

99

Ｇ

5

Ｋ

6

4

5

6

7

8

9             

生　年　月　日

000000

111111

22222

33333

4444

5555

66 66

777

9

8 8 8

99

年 号

年 月 日

昭
和

平
成

Ｈ

 
５  答案作成上の注意 

(１)  解答は、別に配付するマークシート（解答用紙）の該当欄の正解として選んだ番号マーク枠を、黒の鉛筆（ＨＢ

又はＢ）で濃く塗りつぶしてください。 
① ボールペン、万年筆などでマークした場合は、採点されませんので、使用しないでください。 

② 一つの問いに対する解答は一つだけです。二つ以上マークした場合、その問いについては採点されません。 

③ マークを訂正する場合は、プラスチック消しゴムで完全に消してください。 

(２)  免除の科目がある場合は、その科目欄は記入しないでください。 

(３)  試験問題についての特記事項は、裏表紙に表記してあります。 

６  合格点及び問題に対する配点   

(１)  各科目の満点は１００点で、合格点は６０点以上です。 

(２)  各問題の配点は、設問文の末尾に記載してあります。  

マークシート（解答用紙）は、絶対に折り曲げたり、汚したりしないでください。 

 

 

受 験 番 号 

（控 え） 

（今後の問い合わせなどに必要になります。） 

 

次ページ以降は試験問題です。試験開始の合図があるまで、開かないでください。 

解答の公表は 11月 26日 10時以降の予定です。 
合否の検索は 12月 15日 14時以降の予定です。 



Ｈ－1

電気通信技術の基礎

第１問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 図１に示す回路において、抵抗Ｒ２の値を変えながら、端子ａ－ｂ間の電圧を測定したところ、

Ｒ２が２００オームのとき５０ボルト、Ｒ２が３６０オームのとき６０ボルトであった。Ｒ２を

取り外したときの端子ａ－ｂ間の電圧は、 (ア) ボルトである。ただし、電池Ｅの内部抵抗

は無視するものとする。 (５点)

① ６０ ② ８０ ③ ９０ ④ １００ ⑤ １２０

(２) 図２に示す回路において、端子ａ－ｂ間の合成インピーダンスを１７オームとすると、容量

性リアクタンスＸＣは、 (イ) オームである。 (５点)

① ９ ② １１ ③ １３ ④ １５ ⑤ ２３

(３) 抵抗とコイルの並列回路の両端に交流電圧を加えたとき、回路に流れる全電流の位相は、加

えた電圧の位相に対して、 (ウ) 。 (５点)

① 逆相である ② 同相である ③ 進む ④ 遅れる

(４) Ｒオームの抵抗、Ｌヘンリーのコイル及びＣファラドのコンデンサを直列に接続した回路に

おいて、加えた電圧の角周波数をωラジアン／秒とすると、ω ＝ (エ) のとき、回路の電

圧と電流は同相となる。 (５点)

１ １① ② ③ ＬＣ ④ ＬＣ
ＬＣ ＬＣ

Ｅ Ｒ

図１

　ａ

　ｂ

２

Ｒ１

ｂ

図２

ａ

ＸＣＲ＝１５ ＸＬ＝２１ ΩΩ
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第２問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 半導体のｐｎ接合の接合面付近には、拡散現象によって電子などのキャリアが存在しない

(ア) といわれる領域がある。 (４点)

① 価電子帯 ② 伝導帯 ③ 空乏層 ④ 禁制帯 ⑤ 絶縁層

(２) 図に示すトランジスタ回路において、ＶＣＣを７ボルト、ＲＢを２００キロオームとしたとき、

ベース電流ＩＢは、 (イ) マイクロアンペアである。ただし、ＶＢＥは１ボルトとする。

(４点)

① １０ ② ２０ ③ ３０ ④ ４０ ⑤ ５０

(３) ダイオードの特性について述べた次の二つの記述は、 (ウ) 。 (４点)

Ａ ダイオードに順方向電圧を加えると、ダイオードの内部抵抗が大きくなり、ほとんど電流

は流れない。

Ｂ 順方向電圧を徐々に増加させていくと、ある値を超えたところで急激に大きな電流が流れ

る。これは降伏現象といわれる。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(４) トランジスタ回路の接地方式について述べた次の二つの記述は、 (エ) 。 (４点)

Ａ コレクタ接地方式は、入力インピーダンスが高く、出力インピーダンスが低いため、イン

ピーダンス変換回路として用いられる。

Ｂ エミッタ接地方式は、ほかの接地方式と比較して、高周波特性に優れている。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(５) エミッタ接地回路において、エミッタ電流が２ミリアンペア、コレクタ電流が１.９６ミリ

アンペアであるとき、直流電流増幅率ｈＦＥは、 (オ) となる。 (４点)

① ０.９８ ② １.０２ ③ ３.９６ ④ ４９ ⑤ ５０

ＢＥＶ

ＲＢ

Ｖ

Ｒ

ＶＣＥ

Ｃ

ＣＣ

ＢＩ
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第３問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 図１、図２及び図３に示すベン図において、Ａ、Ｂ及びＣが、それぞれの円の内部を表すと

き、図１、図２及び図３の塗りつぶした部分を示すそれぞれの論理式の論理和は、 (ア)

と表すことができる。 (５点)

① Ａ･Ｂ･Ｃ＋Ａ･Ｂ･Ｃ ② Ａ･Ｂ･Ｃ＋Ａ･Ｂ･Ｃ ③ Ａ･Ｂ＋Ａ･Ｃ＋Ｂ･Ｃ

④ Ａ･Ｂ･Ｃ ⑤ Ａ＋Ｂ＋Ｃ

図１ 図２ 図３

(２) 図４に示す論理回路において、Ｍの論理素子が (イ) であるとき、入力ａ及び入力ｂと

出力ｃとの関係は、図５で示される。 (５点)

図４

図５

入力ｂ
入力ａ

出力ｃＭ a

b

c

1

0

1

1

0

0

入力

出力

① ② ③ ④ ⑤

ＣＢ

Ａ

ＣＢ

Ａ

ＣＢ

Ａ
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(３) 図６に示す論理回路は、ＮＡＮＤゲートによるフリップフロップ回路である。入力ａ及び

入力ｂに図７に示す入力がある場合、図６の出力ｄは、図７の出力のうち (ウ) である。

(５点)

① ｄ１ ② ｄ２ ③ ｄ３ ④ ｄ４ ⑤ ｄ５ ⑥ ｄ６

図６

図７

(４) 次の論理関数Ｘは、ブール代数の公式等を利用して変形し、簡単にすると、 (エ) になる。

(５点)

Ｘ ＝ (Ａ＋Ｂ)･(Ａ＋Ｃ)＋(Ａ＋Ｂ)＋(Ａ＋Ｃ)

① ０ ② １ ③ Ａ･Ｂ＋Ｃ ④ Ａ＋Ｂ･Ｃ ⑤ Ａ･Ｂ＋Ｂ･Ｃ＋Ｃ･Ａ

a

b

d1

d2

d3

d4

d5

1

0

1

1

1

1

1

1

0

0

0

0

0

0

入力

出力

d6
1

0

入力ａ
出力ｃ入力ｂ

出力 d
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第４問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 図１において、電気通信回線への入力電圧が１２０ミリボルト、その伝送損失が１キロメー

トル当たり０.９デシベル、増幅器の利得が２５デシベルのとき、電圧計の読みは、 (ア)

ミリボルトである。ただし、変成器は理想的なものとし、電気通信回線及び増幅器の入出力

インピーダンスは等しく、各部は整合しているものとする。 (５点)

① １２ ② １４ ③ １６ ④ １８ ⑤ ２０

図１

(２) 無限長の一様線路における入力インピーダンスは、その線路の特性インピーダンス (イ) 。

(５点)

１① と等しい ② の逆数である ③ の である ④ の２倍である２

(３) 図２において、Ａ方向における漏話減衰量は、 (ウ) デシベルである。 (５点)

① －３６ ② －１２ ③ １２ ④ ３６ ⑤ ４８

図２

(４) 電力線からの誘導作用によって通信線に誘起される誘導電圧には、電磁誘導電圧と静電誘導

電圧がある。このうち、電磁誘導電圧は、一般に、電力線の (エ) に比例して変化する。

(５点)

① インダクタンス ② 抵 抗 ③ 電 流 ④ 電 圧

電圧計発振器 電気通信回線

増幅器

電気通信回線

巻線比 終端抵抗

変成器

３：４

Ｖ

３０ kｍ ２０ kｍ

(誘導回線)

受端送端

発振器

漏話レベル

Ｚ1

信号入力
12

－24

信号レベル
－2

漏話レベル
－36

(被誘導回線)

信号の伝送方向

Ａ方向 Ｂ方向

Ｚ1

Ｚ２ Ｚ２

dＢm

dＢm

dＢm

dＢm
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第５問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) パルス変調方式のうち、搬送波である方形パルスの振幅を入力信号の振幅に応じて変化させ

る変調方式は、 (ア) といわれる。 (４点)

① ＰＡＭ ② ＰＣＭ ③ ＰＰＭ ④ ＰＷＭ ⑤ ＰＴＭ

(２) ＰＣＭ伝送方式における雑音などについて述べた次の二つの記述は、 (イ) 。 (４点)

Ａ ＰＣＭ伝送方式特有の雑音には、熱雑音、インパルス雑音、ランダム雑音などがある。

Ｂ 再生中継伝送を行っているＰＣＭ伝送方式では、特定の中継区間で発生した雑音や波形ひ

ずみは、一般に、次の中継区間には伝達されない。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(３) 光ファイバ通信において半導体レーザなどの光源を直接変調する場合、一般に、数ギガヘルツ以

上の高速で変調を行うと、光源内部の屈折率が変化して光の波長が変動する現象は、 (ウ)

といわれる。 (４点)

① ポッケルス効果 ② 波長チャーピング ③ モード分散 ④ 波長分散

(４) デジタル信号の多重化方式の一つである (エ) 方式は、各チャネル別に送出されるパルス

信号を時間的にずらして多重化することにより、伝送路を多重利用することができる。(４点)

① ＣＤＭ ② ＣＤＭＡ ③ ＴＤＭ ④ ＴＤＭＡ ⑤ ＴＩＦＦ

(５) デジタル伝送路などにおける伝送品質の評価尺度の一つである (オ) は、測定時間中に

伝送された符号(ビット)の総数に対する、その間に誤って受信された符号(ビット)の個数の割

合を表したものである。 (４点)

① ％ＳＥＳ ② ％ＥＳ ③ ％ＥＦＳ ④ ＢＥＲ
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端末設備の接続のための技術及び理論

第１問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 端末設備と電気通信事業者の加入者線交換機との間で用いられる加入者線信号について述べ

た次の二つの記述は、 (ア) 。 (４点)

Ａ 加入者線信号は、その信号の役割から、一般に、監視信号、選択信号、可聴音信号などに

分類できる。

Ｂ 着信側端末設備を呼出し中に、交換機から発信側端末設備が受信する加入者線信号は、

呼出信号といわれる。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(２) スーパーＧ３ファクシミリ装置に用いられる符号化方式のうち、画素の周りの白黒パターン

をもとに、ある画素が黒となるか白となるかを統計的手法を用いて予測することにより符号化

し、階層的二値画像圧縮を用いるものは、一般に、 (イ) 符号化方式といわれる。(４点)

① ＭＨ ② ＪＰＥＧ ③ ＭＭＲ ④ ＪＢＩＧ

(３) 電子式ボタン電話装置の外線着信処理プログラムは、一般に、着信情報に基づいて、各電話

機に着信表示の処理を行うほか、必要に応じて (ウ) などの処理も行う。 (４点)

① 短縮ダイヤル ② 音声自動応答 ③ ページング ④ アッドオン

(４) デジタル式ＰＢＸは、メモリに蓄えられたソフトウェアに従って通話路系を駆動することに

より、通話路の (エ) などを行っている。 (４点)

① ２線－４線変換 ② 分 割 ③ 極性反転 ④ 設定や解放

(５) ＩＳＤＮ基本ユーザ・網インタフェースにおける端末アダプタの機能について述べた次の二

つの記述は、 (オ) 。 (４点)

Ａ 端末アダプタには、一般に、アナログインタフェースを介して接続されたアナログ電話機

からの音声信号を、コーデック回路でＰＣＭ信号に変換する機能がある。

Ｂ 端末アダプタには、ＤＴＥインタフェースを介して接続されたデータ端末から出力される

データ信号の通信速度を、ＩＳＤＮで用いられる通信速度に変換する機能を有するものがある。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

第２問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) ＩＳＤＮ基本ユーザ・網インタフェースの参照構成において、ユーザ宅内装置と加入者線と

の間に位置し、レイヤ１を終端する機能群は、 (ア) といわれる。 (４点)

① ＮＴ１ ② ＮＴ２ ③ ＴＡ ④ ＴＥ１ ⑤ ＴＥ２
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(２) ＩＳＤＮ基本ユーザ・網インタフェースのＤチャネルを用いてパケット通信を行う場合、

一般に、通信プロトコルとして、レイヤ２では (イ) を、レイヤ３ではＸ.２５手順を

利用する。 (４点)

① ＬＡＰＢ ② ＬＡＰＤ ③ Ｘ.２１ ④ Ｘ.７５

(３) ＩＳＤＮ基本ユーザ・網インタフェースのレイヤ１におけるデータ伝送単位であるフレームは、

４８ビットで構成されており、フレームの先頭のビットは、 (ウ) といわれる。 (４点)

① ＦＣＳ ② 直流平衡ビット ③ Ｄチャネルビット ④ フレームビット

(４) ＩＳＤＮ基本ユーザ・網インタフェースについて述べた次の記述のうち、誤っているものは、

(エ) である。 (４点)

① 複数のデータリンクから個々のリンクを識別するための仕組みとして、端末終端点

識別子とサービスアクセスポイント識別子という二つの識別子が使われる。

② 端末終端点識別子の設定方法には、手動で設定する方法と網側で設定する方法がある。

③ サービスアクセスポイント識別子の値により呼制御信号かどうかを識別できる。

④ 同一バス上の複数端末が同時に発呼するとき、その複数端末に対する端末終端点識別

子は、同一値が設定される。

(５) 図は、ＩＳＤＮ基本ユーザ・網インタフェースの回線交換呼におけるレイヤ３の一般的な

呼制御シーケンスを示したものである。網がＢチャネルを着信側ＴＥと接続する動作を始める

のは、 (オ) した直後である。 (４点)

① 発信側ＴＥがＡＬＥＲＴを受信 ② 着信側ＴＥが網にＡＬＥＲＴを送信

③ 着信側ＴＥがＳＥＴＵＰを受信 ④ 網が発信側ＴＥにＣＡＬＬ ＰＲＯＣを送信

⑤ 網が着信側ＴＥからＣＯＮＮを受信

第３問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) ある事業所における１日中の発着信呼数が (ア) 呼、最繁時における発着信呼数が９０呼

である場合、最繁時集中率は、１５パーセントである。 (４点)

① １４４ ② ３２４ ③ ６００ ④ １,３５０

発信側ＴＥ 着信側ＴＥＩＳＤＮ網

ＳＥＴＵＰ

ＣＡＬＬ ＰＲＯＣ

ＡＬＥＲＴ

ＳＥＴＵＰ

ＡＬＥＲ
Ｔ

ＣＯＮＮ

ＣＯＮＮ ＡＣＫ

　　　　　Ｂチャネル上での通信

ＣＯＮＮ
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(２) 即時式完全線群において、すべての出回線が使用中の状態のときに入回線に発生した呼は、

(イ) 呼となる。 (４点)

① 損 失 ② 完 了 ③ 保 留 ④ 待ち合わせ

(３) ある会社のＰＢＸにおいて、外線発信通話のため発信専用の出回線が７回線設定されている。

外線発信呼数が１時間当たり７８呼、１呼当たりの平均回線保留時間が２分３０秒であるとき、

このＰＢＸの外線発信における呼損率は、表を用いて求めると、 (ウ) となる。 (４点)

① ０.０１ ② ０.０２ ③ ０.０３ ④ ０.０５ ⑤ ０.１０

即時式完全線群負荷表 単位：アーラン

Ｂ 0.01 0.02 0.03 0.05 0.10ｎ

１ 0.01 0.02 0.03 0.05 0.11
２ 0.15 0.22 0.28 0.38 0.60
３ 0.46 0.60 0.72 0.90 1.27
４ 0.87 1.09 1.26 1.53 2.05
５ 1.36 1.66 1.88 2.22 2.88
６ 1.91 2.28 2.54 2.96 3.76
７ 2.50 2.94 3.25 3.74 4.67
８ 3.13 3.63 3.99 4.54 5.60

(凡 例) Ｂ:呼損率 ｎ:出回線数

(４) 他人のクレジットカードやキャッシュカードの磁気記録情報を不正に読み取るなどの行為は、

一般に、 (エ) といわれる。 (４点)

① スキミング ② トラッシング ③ フィッシング ④ ファーミング

(５) 暗号方式の特徴などについて述べた次の二つの記述は、 (オ) 。 (４点)

Ａ 共通鍵暗号方式と公開鍵暗号方式は、いずれも、暗号化と復号に同一の鍵を用いる。

Ｂ 共通鍵暗号方式は、公開鍵暗号方式と比較して、一般に、暗号化・復号の処理速度が速い

ことから、データ量の多い情報の秘匿に適している。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

第４問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 保安器に用いられている過電流防護素子であるＰＴＣサーミスタは、規定の信号電流以上の

強電流が通信線から保安器に流れた場合、 (ア) で抵抗値が増加し、過電流を阻止する機

能を有している。 (４点)

① 圧電効果 ② 放電現象 ③ 遮蔽効果 ④ 自己発熱

(２) 電話配線工事において、ケーブル引き出し時にケーブルの損傷を防止するため、一般に、

フロアボックスの引き出し口の配管の先端に (イ) を取り付ける方法が用いられる。(４点)

① ブッシング ② 配線リング ③ 撚り返し金物 ④ フリーレット
よ
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(３) ＪＩＳ Ｃ ０３０３：２０００構内電気設備の配線用図記号に規定されている、電話・情報

設備のうちの内線電話機の図記号は、 (ウ) である。 (４点)

① ② ③ ④

(４) デジタルボタン電話装置の配線工事について述べた次の二つの記述は、 (エ) 。(４点)

Ａ 主装置に同じ台数のボタン電話機を接続する場合、一般に、スター配線方式は、バス配線

方式と比較して主装置に収容する心線数が多くなる。

Ｂ スター配線の工事においては、一般に、主装置と端末間にブリッジタップを設けることに

より、心線の使用効率を上げる配線が行われる。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(５) デジタル式ＰＢＸの外線応答方式のうち、ダイヤルイン方式は、デジタル式ＰＢＸにおいて

所定の設定を行うとともに、 (オ) が必要である。 (４点)

① 端末でのグローバル着信の設定 ② 端末での短縮ダイヤルの設定

③ 電気通信事業者の付加サービス ④ 中継台での分散収容

第５問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) デジタル式ＰＢＸにおける工事試験のうち、サービスクラスが乙の内線電話機についての

(ア) 試験は、通常、０(ゼロ)をダイヤルし、話中音を聴くことにより確認することがで

きる。 (４点)

① 夜間転送 ② 発信規制 ③ 代理応答 ④ 内線保留

(２) デジタル式ＰＢＸの機能確認試験について述べた次の記述のうち、誤っているものは、

(イ) である。 (４点)

① ラインロックアウト試験では、内線番号を途中までダイヤルして一定時間以上

放置したときに、ＰＢＸから話中音などの送出が正常に行われた後、ロックアウ

ト状態になることを確認する。

② ハンドオーバ(ハンドオフ)機能試験では、システムに登録されているコードレ

ス電話機(子機)で移動しながら通信を行い、通信中の接続装置から最寄りの接続

装置の回線に切り替わりながら通信が継続できることを確認する。

③ 内線アッドオン試験では、通話中の呼を、保留番号を指定して保留し、他の内

線から特番と指定した保留番号などをダイヤルすることにより保留呼が再捕捉さ

れることを確認する。

④ ページング試験では、内線から特定番号をダイヤルすることにより放送設備に

接続され、内線からの音声がスピーカから聞こえることを確認する。

(３) ＩＳＤＮ基本ユーザ・網インタフェースにおけるポイント・ツー・マルチポイント構成で、

配線上の全長にわたって任意の点にＴＥを接続できるのは、 (ウ) 配線を用いる場合である。

(４点)

① スター ② ループ ③ 延長受動バス ④ 短距離受動バス
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(４) ＩＳＤＮ基本ユーザ・網インタフェースのバス配線における終端抵抗Ｒの接続方法を示した

図１～図４のうち、正しいものは、 (エ) である。 (４点)

① 図１ ② 図２ ③ 図３ ④ 図４

図１ 図２

図３ 図４

(５) 図５は、ある工事のアローダイアグラムを示す。この工事の全体工期について述べた次の二

つの記述は、 (オ) 。 (４点)

Ａ 作業Ｃが２日延伸され４日になると、全体工期は１日延びる。

Ｂ 作業Ｇが１日延伸され５日になっても、全体工期は変わらない。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

図５

ＤＳＵ

ＴＥ

ＴＡ線

ＴＢ線

ＲＡ線

ＲＢ線

Ｒ

Ｒ

ＩＳＤＮ
回線
Ｌ１

Ｌ２

ＤＳＵ

ＴＥ

ＴＡ線ＩＳＤＮ
回線 ＴＢ線

ＲＡ線

ＲＢ線

ＲＲＬ１

Ｌ２

ＤＳＵ

ＴＥ

ＴＡ線

ＴＢ線

ＲＡ線

ＲＢ線

Ｒ

ＩＳＤＮ
回線
Ｌ１

Ｌ２

ＤＳＵ

ＴＥ

ＴＡ線

ＴＢ線

ＲＡ線

ＲＢ線

Ｒ

Ｒ

ＩＳＤＮ
回線
Ｌ１

Ｌ２

４日６日 １日

１０日

１ ２ ６５

４日
３

２日

作業Ａ

作業Ｂ

作業Ｄ作業Ｃ

作業Ｇ

作業Ｆ
４

作業Ｅ

８日
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端末設備の接続に関する法規

第１問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から、｢電気通信事業法｣又

は｢電気通信事業法施行規則｣に規定する内容に照らして最も適したものを選び、その番号を記せ。

(小計２０点)

(１) 電気通信事業法又は電気通信事業法施行規則に規定する用語について述べた次の文章のうち、

誤っているものは、 (ア) である。 (４点)

① 端末設備とは、電気通信回線設備の一端に接続される電気通信設備であって、一の

部分の設置の場所が他の部分の設置の場所と同一の構内(これに準ずる区域内を含む。)

又は同一の建物内であるものをいう。

② 電気通信回線設備とは、電気通信を行うための機械、器具、線路その他の電気的設

備をいう。

③ データ伝送役務とは、専ら符号又は影像を伝送交換するための電気通信設備を他人

の通信の用に供する電気通信役務をいう。

④ 電気通信業務とは、電気通信事業者の行う電気通信役務の提供の業務をいう。

(２) 電気通信事業法に規定する｢重要通信の確保｣について述べた次の二つの文章は、 (イ) 。

(４点)

Ａ 重要通信を優先的に取り扱わなければならない場合において、電気通信事業者は、必要が

あるときは、総務省令で定める基準に従い、通信の一部を検閲することができる。

Ｂ 電気通信事業者は、天災、事変その他の非常事態が発生し、又は発生するおそれがあると

きは、災害の予防若しくは救援、交通、通信若しくは電力の供給の確保又は秩序の維持のた

めに必要な事項を内容とする通信を優先的に取り扱わなければならない。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(３) 電気通信事業法に規定された、電気通信事業者の電気通信回線設備と端末設備との接続の検

査に従事する者は、その身分を示す (ウ) を携帯し、関係人に提示しなければならない。

(４点)

① 免許証 ② 許可証 ③ 証明書 ④ 認定書

(４) 電気通信事業法に規定する｢工事担任者資格者証｣について述べた次の二つの文章は、 (エ) 。

(４点)

Ａ 工事担任者資格者証の種類及び工事担任者が行い、又は監督することができる端末設備若

しくは自営電気通信設備の接続に係る工事の範囲は、総務省令で定める。

Ｂ 総務大臣は、工事担任者資格者証の交付を受けようとする者の養成課程で、総務大臣が総

務省令で定める基準に適合するものであることの認定をしたものを受講した者に対し、工事

担任者資格者証を交付する。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない
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(５) 登録認定機関による技術基準適合認定を受けた端末機器であって電気通信事業法の規定によ

り表示が付されているものが同法の総務省令で定める技術基準に適合していない場合において、

総務大臣が電気通信回線設備を利用する他の利用者の (オ) の発生を防止するため特に必

要があると認めるときは、当該端末機器は、同法の規定による表示が付されていないものとみ

なす。 (４点)

① 端末機器への損傷 ② 身体への危害

③ 通信の秘密の漏えい ④ 通信への妨害

第２問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から、｢工事担任者規則｣、

｢端末機器の技術基準適合認定等に関する規則｣又は｢有線電気通信法｣に規定する内容に照らして

最も適したものを選び、その番号を記せ。ただし、 内の同じ記号は、同じ解答を示す。

(小計２０点)

(１) 工事担任者規則に規定する｢資格者証の種類及び工事の範囲｣について述べた次の二つの文章

は、 (ア) 。 (４点)

Ａ ＡＩ第二種工事担任者は、アナログ伝送路設備に端末設備等を接続するための工事のうち、

端末設備等に収容される電気通信回線の数が１００以下であって内線の数が２００以下のも

のに限る工事を行い、又は監督することができる。また、総合デジタル通信用設備に端末設

備等を接続するための工事のうち、総合デジタル通信回線の数が毎秒６４キロビット換算で

１００以下のものに限る工事を行い、又は監督することができる。

Ｂ ＤＤ第三種工事担任者は、デジタル伝送路設備に端末設備等を接続するための工事のうち、

接続点におけるデジタル信号の入出力速度が毎秒１ギガビット以下であって、主としてイン

ターネットに接続するための回線に係るものに限る工事を行い、又は監督することができる。

ただし、総合デジタル通信用設備に端末設備等を接続するための工事を除く。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(２) 工事担任者規則に規定する｢資格者証の交付｣及び｢資格者証の返納｣について述べた次の二つ

の文章は、 (イ) 。 (４点)

Ａ 工事担任者資格者証の交付を受けた者は、事業用電気通信設備の工事、維持及び運用に関

する知識及び技術の向上を図るように努めなければならない。

Ｂ 工事担任者資格者証の返納を命ぜられた者は、その処分を受けた日から１０日以内にその

資格者証を総務大臣に返納しなければならない。資格者証の再交付を受けた後失った資格者

証を発見したときも同様とする。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(３) 端末機器の技術基準適合認定番号について述べた次の文章のうち、正しいものは、 (ウ)

である。 (４点)

① 専用通信回線設備に接続される端末機器に表示される技術基準適合認定番号の最初

の文字は、Ａである。

② 総合デジタル通信用設備に接続される端末機器に表示される技術基準適合認定番号

の最初の文字は、Ｂである。

③ 移動電話用設備(インターネットプロトコル移動電話用設備を除く。)に接続される

端末機器に表示される技術基準適合認定番号の最初の文字は、Ｃである。

④ インターネットプロトコル電話用設備に接続される端末機器に表示される技術基準

適合認定番号の最初の文字は、Ｅである。
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(４) 有線電気通信法の｢有線電気通信設備の届出｣において、有線電気通信設備(その設置につい

て総務大臣に届け出る必要のないものを除く。)を設置しようとする者は、有線電気通信の

方式の別、設備の設置の場所及び (エ) を記載した書類を添えて、設置の工事の開始の日

の (オ) 前まで(工事を要しないときは、設置の日から (オ) 以内)に、その旨を総務

大臣に届け出なければならないと規定されている。 (４点×２＝８点)

① １週間 ② １０日 ③ 設備の概要 ④ 設備の構成

⑤ ２週間 ⑥ ２０日 ⑦ 工事の期間 ⑧ 工事の概要

第３問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から、｢端末設備等規則｣に

規定する内容に照らして最も適したものを選び、その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 用語について述べた次の文章のうち、誤っているものは、 (ア) である。 (４点)

① アナログ電話用設備とは、電話用設備であって、端末設備又は自営電気通信設備を

接続する点において音声信号を入出力とするものをいう。

② 移動電話端末とは、端末設備であって、移動電話用設備(インターネットプロトコル

移動電話用設備を除く。)に接続されるものをいう。

③ インターネットプロトコル電話端末とは、端末設備であって、インターネットプロ

トコル電話用設備に接続されるものをいう。

④ デジタルデータ伝送用設備とは、電気通信事業の用に供する電気通信回線設備で

あって、デジタル方式により、専ら符号又は影像の伝送交換を目的とする電気通信役

務の用に供するものをいう。

(２) ｢責任の分界｣について述べた次の二つの文章は、 (イ) 。 (４点)

Ａ 分界点における接続の方式は、総務大臣が別に告示する電気的条件及び光学的条件のいず

れかの条件に適合するものでなければならない。

Ｂ 利用者の接続する端末設備は、事業用電気通信設備との責任の分界を明確にするため、事

業用電気通信設備との間に分界点を有しなければならない。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(３) 端末設備は、事業用電気通信設備との間で (ウ) (電気的又は音響的結合により生ずる

発振状態をいう。)を発生することを防止するために総務大臣が別に告示する条件を満たすも

のでなければならない。 (４点)

① 誘 導 ② 漏 話 ③ エコー ④ 鳴 音

(４) 安全性等について述べた次の文章のうち、正しいものは、 (エ) である。 (４点)

① 端末設備は、自営電気通信設備から漏えいする通信の内容を意図的に識別する機能

を有してはならない。

② 評価雑音電力とは、通信回線が受ける妨害であって人間の聴覚率を考慮して定めら

れる漏話雑音電力をいい、誘導によるものを含む。

③ 配線設備等の評価雑音電力は、絶対レベルで表した値で定常時においてマイナス

６４デシベル以下であり、かつ、最大時においてマイナス５８デシベル以下であること。

④ 配線設備等の電線相互間及び電線と大地間の絶縁抵抗は、直流２００ボルト以上の

一の電圧で測定した値で２メガオーム以上であること。
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(５) 通話機能を有する端末設備は、通話中に受話器から過大な (オ) が発生することを防止

する機能を備えなければならない。 (４点)

① 反響音 ② 音響衝撃 ③ 誘導電流 ④ 近端漏話

第４問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から、｢端末設備等規則｣に

規定する内容に照らして最も適したものを選び、その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) アナログ電話端末の｢基本的機能｣又は｢発信の機能｣について述べた次の文章のうち、誤って

いるものは、 (ア) である。 (４点)

① アナログ電話端末の直流回路は、発信又は応答を行うとき閉じ、通信が終了したと

き開くものでなければならない。

② 自動的に選択信号を送出する場合にあっては、直流回路を閉じてから３秒以上経過

後に選択信号の送出を開始するものであること。ただし、電気通信回線からの発信音

又はこれに相当する可聴音を確認した後に選択信号を送出する場合にあっては、この

限りでない。

③ 発信に際して相手の端末設備からの応答を自動的に確認する場合にあっては、電気

通信回線からの応答が確認できない場合選択信号送出終了後２分以内に直流回路を開

くものであること。

④ 自動再発信(応答のない相手に対し引き続いて繰り返し自動的に行う発信をいう。

以下同じ。)を行う場合(自動再発信の回数が１５回以内の場合を除く。)にあっては、

その回数は最初の発信から２分間に３回以内であること。この場合において、最初の

発信から２分を超えて行われる発信は、別の発信とみなす。ただし、この規定は、火

災、盗難その他の非常の場合にあっては、適用しない。

(２) アナログ電話端末の｢選択信号の条件｣における押しボタンダイヤル信号について述べた次の

文章のうち、正しいものは、 (イ) である。 (４点)

① 低群周波数は、６００ヘルツから１,０００ヘルツまでの範囲内における特定の四つ

の周波数で規定されている。

② 高群周波数は、１,３００ヘルツから１,７００ヘルツまでの範囲内における特定の

四つの周波数で規定されている。

③ 周期とは、信号送出時間とミニマムポーズの差をいう。

④ ミニマムポーズとは、隣接する信号間の休止時間の最大値をいう。

(３) 直流回路を閉じているときのアナログ電話端末のダイヤルパルスによる選択信号送出時にお

ける直流回路の静電容量は、 (ウ) マイクロファラド以下でなければならない。 (４点)

① １ ② ２ ③ ３ ④ ４

(４) 移動電話端末の｢基本的機能｣について述べた次の二つの文章は、 (エ) 。 (４点)

Ａ 発信を行う場合にあっては、発信を確認する信号を送出するものでなければならない。

Ｂ 通信を終了する場合にあっては、チャネル(通話チャネル及び制御チャネルをいう。)を切

断する信号を送出するものでなければならない。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない
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(５) 総合デジタル通信端末がアナログ電話端末等と通信する場合にあっては、通話の用に供する

場合を除き、総合デジタル通信用設備とアナログ電話用設備との接続点においてデジタル信号

をアナログ信号に変換した送出電力は、マイナス (オ) dＢm(平均レベル)以下でなければ

ならない。ただし、平均レベルとは、端末設備の使用状態における平均的なレベル(実効値)と

する。 (４点)

① １ ② ２ ③ ３ ④ ４

第５問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から、｢有線電気通信設備

令｣、｢有線電気通信設備令施行規則｣、｢不正アクセス行為の禁止等に関する法律｣又は｢電子署名

及び認証業務に関する法律｣に規定する内容に照らして最も適したものを選び、その番号を記せ。

(小計２０点)

(１) 有線電気通信設備令に規定する用語について述べた次の文章のうち、誤っているものは、

(ア) である。 (４点)

① 絶縁電線とは、絶縁物又は保護物で被覆されている電線をいう。

② 線路とは、送信の場所と受信の場所との間に設置されている電線及びこれに係る中

継器その他の機器(これらを支持し、又は保蔵するための工作物を含む。)をいう。

③ 離隔距離とは、線路と他の物体(線路を含む。)とが気象条件による位置の変化によ

り最も接近した場合におけるこれらの物の間の距離をいう。

④ 電線とは、有線電気通信(送信の場所と受信の場所との間の線条その他の導体を利用

して、電磁的方式により信号を行うことを含む。)を行うための導体(絶縁物又は保護

物で被覆されている場合は、これらの物を含む。)であって、強電流電線に重畳される

通信回線に係るもの以外のものをいう。

(２) 有線電気通信設備令に規定する｢架空電線の支持物｣及び｢架空電線と他人の設置した架空電線

等との関係｣について述べた次の二つの文章は、 (イ) 。 (４点)

Ａ 架空電線の支持物には、取扱者が昇降に使用する足場金具等を地表上１.８メートル未満の

高さに取り付けてはならない。ただし、総務省令で定める場合は、この限りでない。

Ｂ 架空電線は、総務省令で定めるところによらなければ、架空強電流電線と同一の支持物に

架設してはならない。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(３) 有線電気通信設備令施行規則において、架空電線の支持物と架空強電流電線(当該架空電線の

支持物に架設されるものを除く。以下同じ。)との間の離隔距離は、架空強電流電線の使用電圧

が高圧で、使用する電線の種別が (ウ) の場合、３０センチメートル以上でなければなら

ないと規定されている。 (４点)

① 強電流絶縁電線 ② 強電流ケーブル

③ 強電流裸電線 ④ 強電流ケーブル以外の強電流電線

(４) 不正アクセス行為の禁止等に関する法律は、不正アクセス行為を禁止するとともに、これに

ついての罰則及びその再発防止のための都道府県公安委員会による援助措置等を定めることに

より、電気通信回線を通じて行われる (エ) に係る犯罪の防止及びアクセス制御機能によ

り実現される電気通信に関する秩序の維持を図り、もって高度情報通信社会の健全な発展に寄

与することを目的とする。 (４点)

① インターネット通信 ② 電子メール ③ 電子商取引 ④ 電子計算機
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(５) 電子署名及び認証業務に関する法律において、認証業務とは、 (オ) 電子署名について

その業務を利用する者(以下｢利用者｣という。)その他の者の求めに応じ、当該利用者が電子署

名を行ったものであることを確認するために用いられる事項が当該利用者に係るものであるこ

とを証明する業務をいう。 (４点)

① 自らが行う ② 公文書等に付する

③ 暗号化された ④ 不特定多数の者が行う



 

試験問題についての特記事項 

 

(1) 試験問題に記載されている製品名は、それぞれ各社の商標又は登録商標です。 

なお、試験問題では、R 及び TM を明記していません。 

 
(2) 問題文及び図中などで使用しているデータは、すべて架空のものです。 

 
(3) 試験問題、図中の抵抗器、トランジスタなどの表記は、新図記号を用いています。 

      ［例］ 

 

    

 
(4) 論理回路の記号は、ＭＩＬ記号を用いています。 

 
(5) 試験問題では、常用漢字を使用することを基本としていますが、次の例に示す専門的用語などについては、 

常用漢字以外も用いています。 

       ［例］ ・迂回(うかい) ・筐体(きょうたい)  ・輻輳(ふくそう) ・撚り(より) ・漏洩(ろうえい) など 

 
(6) バイト〔Byte〕は、デジタル通信において情報の大きさを表すために使われる単位であり、一般に、２進数の 

８桁、８ビット〔bit〕です。 

 
(７) 情報通信の分野では、８ビットを表すためにバイトではなくオクテットが使われますが、試験問題では、一般 

に、使われる頻度が高いバイトも用いています。 

 
(8)  試験問題のうち、正誤を問う設問において、句読点の有無など日本語表記上若しくは日本語文法上の誤り 

だけで誤り文とするような出題はしておりません。 

  
(9)  法令に表記されている「メグオーム」は、「メガオーム」と同じ単位です。 

 
(10)  法規科目の試験問題において、個別の設問文中の「 」表記は、出題対象条文の条文見出しなどを表して 

います。また、出題文の構成上、必ずしも該当条文どおりには表記しないで該当条文中の(   )表記箇所  

の省略や部分省略などしている場合がありますが、(   )表記の省略の有無などだけで正誤を問うような出題は 

しておりません。 

 

 

新 図 記 号 旧 図 記 号 新 図 記 号 旧 図 記 号


